
南藁科文庫「ごたごた荘」主催
服織中学校読み聞かせボランティアの会協賛
伊藤忠財団文庫助成記念講演

読み聞かせのための選書についての講演会

小宮由さん

5/13SUN 13:00～15:00

牧ヶ谷公民館
〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷 336 駐車場あり

参加無料 ごたごた荘→・

申し込み・お問い合わせ

南藁科文庫「ごたごた荘」 山﨑友広

Tel 090-9176-9532 （SMS も可） または

第 5 ブロック学校応援団コーディネーター 谷津恵巳 Tel 090-6615-0443 まで

※ 5月13日（日）は南藁科文庫「ごたごた荘」を変則的に10:30から開きます。 お話し会は11:00からです。 こちらもどうぞお越しください。

※ バス案内 講演会に来る場合 静岡駅から静鉄バス牧ヶ谷線 12:23 発〈小瀬戸行き〉に乗ってください。 12:45 牧ヶ谷バス亭着

子どもたちの前で本の読み聞か

せをする時に、何を読んだらいい

か迷うことはありませんか？

講師【プロフィール】

小宮 由（こみや ゆう）翻訳家。1974 年、東京・国立市に生まれる。小学校から大

学まで熊本で過ごし、大学卒業後、児童書版元に入社。2001年にカナダへ留学。

帰国後、いくつかの版元勤務を経て、2009 年からフリー、現在に至る。2004 年よ

り、東京・阿佐ヶ谷で家庭文庫「このあの文庫」を主宰。両親・兄夫婦は熊本・西原

村で児童書専門店「竹とんぼ」を経営。祖父は、トルストイ文学の翻訳家 北御門

二郎。

絵本の読み聞かせで一番大切なことは選書と言われて

います。事実、一番悩むのも本選びですね。でも、子ども

たちがどんな本に出会うかで、その子が本の好きな子に

なるかもしれません。また、いい本に出会えた子は、心が

安定し、その体験を大人になってからも土台にすることが

できると言われています。

この度、絵本や児童文学の数多くの翻訳家として活躍

し、自らも家庭文庫を主宰している小宮由さんに、お話し

会や読み聞かせの会の時の選書のことなどを中心にお話

して頂きます。学校や園などで、読み聞かせに行く時や、

家庭で子どもに本を読む時の参考になれば嬉しいです。

どうぞ、お気軽にご参加いただければ幸いです。

（＊子ども連れでは参加できません。）

南藁科文庫「ごたごた荘」はこんな活動をしています。
・ 本の貸し出しをしています。無料です。（読み聞かせに向いている本も多数用意しています。）

・ 毎月第 2 第 4 日曜日 9:00～10:30 に開いています。（お話し会は 9:30～） ＊8 月、12 月は変則的です。

・ ３歳から（大人まで）本を借りることができます。借りた本を入れる袋を持ってきてください。

・ 小学校に入る前の人は大人といっしょに来てください。はじめての時は小学生以上も大人の方といっしょに来てください。


